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論 文 内 容 の 要 旨
酒精が迷路機能に対 し種々の影響をおよぼすことは周知の通りである｡ しかし, ことにその侵襲部位に
関しては学者間にいまだ意見が一致 していない｡ 著者は種々の実験的眼球震盤におよぼす酒精の影響を実
験 したが, それには通常の酒精のかわりに C 14-A Icohol 類を用いた｡ これにより A Icohol類の体内ことに
中枢神経内における分布を追跡精査することができた｡
1 ) 実験的眼球震漁については無麻酔家兎において次の 4 種を検討 した｡ 1.回転性, 2.冷水性, 3. -
側迷路破壊性眼球震漁である｡ 次に A Icohol類を注入 して実験的眼球震盤の変化および動物の全身症状を
観察 した｡ その成績は次のとおりであった｡ M ethylalcohol および E thylalcohol は実験的眼球震盤を増強
し, 次いでこれを抑制する｡ 投与量の増加とともに増強効果は次第に減少または消失 し, 抑制効果は麻酔
期間持続する｡ M ethylalcohol と E thylalcohol 作用を比較すると後者の方が作用が強い｡
2 ) 大脳 もしくは小脳 副出 または両頭動腺結染動物 にお いても迷路破壊性眼球震塗 がみられる｡
M ethylalcohol および E thylalcohol がこの眼球震漁におよぼす影響もまた正常動物の場合と大体同様であ
る｡
3 ) C 14-A Icohol類をラットに投与し諸臓器内における分布を V an-Slyke-Folch 法で測定すると次のと
おりである｡ A Icohol 類は早期にかつ多量に中枢神経系に分布する｡ すなわち中枢神経系は A Icohol 類に
強い親和性を示す｡ 次に A Icohol 類の中枢神経系における経時的減少度を測定すると, 迷路および中枢
神経系でははなはだ徐々である｡ すなわち A Icohol 類は中枢神経系および迷路に対する結合は強固であ
る｡ M ethylalcohol と E thylalcohol とを比較すると, 前者は後者に比 し中枢神経や, その他の臓器への出
現がやや遅れる｡
4 ) 中枢各部位別の分布は次のとおりである｡
A Icohol 類は投与後45分で大脳皮質および延髄に最も多く認められる｡ ただし M ethylalcohol と E thyla-
1cohol とを比較すると両者の分布度に特異的差異がない｡
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5 ) 前 2 項の成績は A utoradiography 法によっても確認せ られる｡
以上を要するに, A Icohol 類は中枢神経ことに前庭神経中枢に 作用 し恨球震漁反射に影響をおよぼすも
のと患われる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
酒精の迷路機能に及ぼす作用のうちで, その侵襲部位に関 していまだ意見が一定 していない｡
中野は通常酒精の代 りに C 14- A Icoholを使用 して,この問題に関 し実験的研究を行なった｡その結果,C 14-
A Icohol はラットの諸臓器に分布するが, 特に中枢神経系には早期かつ多量に分布する｡ 中枢神経系のう
ちでは大脳皮質および延髄に最も多 く認められる｡ 迷路からは 消退がはなはだ遅れる｡ これ らの成績は
V a n-Slyke-Folsh 法ならびに A utoradiography 法で同様に確認せ られる｡
この成績は酒精の迷路機能に及ぼす作用に関 し新知見を加えたものである｡ したがって, この論文は医
学 博 士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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